
冬の特別企画「冬の里山里海湖の文化＆恵みを体験しよう！」 

 

 

 

 

                 県民のみなさんに里山里海湖の魅力を知っていただくため、餅つ

きや凧づくりなどの里山文化の体験や、里湖の恵み「鯉こく」の試

食ができる特別企画を開催しました。 

                 前日までの強風と雪の予報に天候が心配されましたが、当日は日

差しのある穏やかな天候となり、たくさんの家族連れや観光客の方

にお越しいただきました。 

各コーナーの様子をご紹介します。 

 

【たき火でホカホカおいしい焼き芋をつくろう（1/21）】 

  研究所の隣の広場で炭や木枝で火を起こして、福井 

県あわら市特産のサツマイモ「富津金時」を焼きまし 

た。 

  1 人 1本分のサツマイモをアルミホイルで巻き、火 

の中に入れ、約 30分焼きます。焼き上がりは真っ黒 

 で、思わず「食べられるの？」という声も聞こえてき 

 ましたが、アルミホイルをはがしてサツマイモを半分 

 に割り、黄色くホクホクとした焼き芋ができていると、 

「わぁ！」と歓声が上がりました。 

  寒空の下でしたが、参加された方は温かくて甘い焼 

 き芋を笑顔でほおばっていました。 

 

【餅つきしよう＆里湖の恵み「鯉こく」を味わおう（1/22）】 

  冬の風物詩である餅つきを行いました。最近では餅 

 つきをする機会が少なく、初めて体験する人もいたよ 

 うです。 

地元のお年寄りの方に杵の扱い方を教えてもらい、 

 みんなで「よいしょ」と声をかけ合いながら餅をつき 

ました。つきたてのお餅は柔らかくてとてもおいしく、 

大好評でした。 

 三方湖でとれる鯉の入った味噌汁「鯉こく」のふる 

まいでは、道の駅に来られていた県外の観光客の方々 

にも福井の里湖の恵みを知っていただくことができま 

した。 

日時：平成 29年 1月 21日（土）、22日（日）10:00～16:00 

場所：福井県里山里海湖研究所 



【手づくり凧を飛ばそう】 

 竹と和紙を使って昔ながらの和凧をつくりました。 

 竹ひごを切ったり糸を通したりするなど、小さな子 

には少し難しい作業もありましたが、お父さんやお母 

さんに手伝ってもらいながら、みなさん自分だけの凧 

を一生懸命組立てていました。 

完成後、実際に外で飛ばしてみると、縦 60cm×横 

45cmとやや大きめの凧は風をよく受け、低い距離で 

も凧揚げを体験することができました。 

今回は作るのがメインでしたが、風の強さに応じて 

糸の張り方を調整しながら、どこまで高く揚げられる 

か挑戦するのも楽しそうです。 

 

【いろがみだこ、リースづくり】 

 和凧よりも手軽に作ることができるいろがみだこは、 

 小さなお子さんを連れたご家族に人気でした。軽くて 

 風にのってよく飛ぶので、研究所前のデッキでも十分 

 に凧揚げを楽しんでいただくことができました。 

  リースづくりでは、カイヅカイブキやサンゴジュの 

 葉や、ドングリやヤシャブシの実など、いろいろな自 

然の素材をご用意しました。子どもだけでなく大人の 

 方のご参加が多く、みなさんじっくり時間をかけて作 

 品を仕上げていました。普段は気にしていなかったか 

 わいらしい木の実に興味を示し、名前を質問される方 

 もいらっしゃいました。 

 

【冬鳥観察ツアー】 

 冬の三方湖にはたくさんの野鳥がやってきます。残念 

ながらこの２日間にオジロワシは見られませんでしたが、 

三方湖はマガモやカルガモなどで賑わい、みなさん夢中 

で双眼鏡をのぞき込んでいました。 

 ツアーに参加してくれた子の中には、案内役の相談員 

よりも先にホシハジロを見つけるなど、とても鳥に関心 

を持っている子もいました。 

 里山里海湖研究所では、野鳥の他にも、草花や樹木な 

 ど、その季節の三方湖の自然をご紹介する「三方湖畔生 

きもの観察ツアー」を通年で実施しています。 

 


